



















































の解釈は、二つの意味に揺れている。一つは、筆にまかせて無造作に漢字をどんどん書く。もう一つは、あちらこちら漢字を書く である。本稿の論点は、 「真名書きちらし」の意味は、後者ではなく、前者、書かれた漢字があまり綺麗ではないことを意味す のではないかと示すことにある。特に字が上手い人の目から見ると、初心者の字は、習字のレベルにも劣るように見え ゆえに紫式部は「上手」の視点から清少納言の字を眺め、批評したのではなかろうか。しかし、清少納言が書いて残したものは、 『枕草子』と『清少納言集』にしか見えない。清少納言が書いた漢字とはどのようなものなのか。また紫式部 字はいかがであったのだろうか これら 疑問を踏まえて 紫式部が清少納言を批判した「真名書きちらし」の真相を考証してみたい。
 












































































































































































































































































































また山本は、他にも「 「真名書き散らし」ということ」 （ 『国語国文』第六十三巻第五号、一九九四）という論文をものしており、さら 「 『紫式部日記』清少納言批評の背景」と題した論を『古代文化』 （二〇〇一）に発表、加えて「一条朝に ける漢詩文素養に関する社会規範と紫式部」 いう題で、 『人間文化研究』 （京都学園大学
 
二〇一





これが紫式部の清少納言批判の言であることは明らかとして、そ 論拠として紫式部は、漢字との関わり方に関するある種の価値観を適用しているようである。その価値観とはどんなものか。同時代の社会通念と比べてどうだったのか。またその価値観をここに提示することには んな意味 あった
 
平安中期の女性と漢字、或いは漢詩文との関係については、従来二つの常識が通行してきた。一つ 公的な漢字使用の場を持たない女性にとって 「漢才つまり学問は必ずしも必要でない」 も あったということであり、
































































式部は、なぜ「よく見 ば、まだいとたらぬこと多かり」と批判して る かである。その理由 原因を解明しなけ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































りたるを、例ならず御格子まゐりて」には、御簾を下ろし 、炭櫃に火を起こして物語をしているところ、中宮定子が「少納言よ。香炉峰の雪いかならむ」 （四三三頁） おっしゃって、すぐ清少納言らは、御簾を上げたという場面である。なぜ清少納言はそれをできたのか。それは中宮定子に
言われた『白氏文集』巻第十六律詩「重題」 四首のう
ち、第三首の「香爐峰雪撥簾看」の詩句か の連想であ 。要するに、中宮定子は前半 「香爐峰雪」を使って清少
『紫式部日記』における「真名書きちらし」考（張） 

























































































































































果から見ると、当時の書 男性貴族だけでなく、女性 書も存在 ている。特に紫式部 書と伝えられて る『古今集』資料が残されている。つまり、紫式部は書に関 る深い知識を持っ 女性と言える。それは『源氏物語』と『紫式部日記』における書の評価と書に関する道具、例え
ば、紙、硯、筆、墨などの描写によって証明されている。
また清少納言の『枕草子』における の描写、 でも極めて多くの章段に書かれている。清少納言が書写する条件が十分揃っていることは確実であ 。 た 中宮定子と
清少納言の、 『白氏文集』に関したやり取りの場面を確認
し、 さらに名書家である藤原行成と清少納言の親しい交際から見ると、 は藤原行成の綺麗 漢字を模倣して、練習のために、 『白氏文集』の詩句を写した可能性を考察した。最後に 紫式部は、清少納言を批判した原因 考えら

















































































12）主な論文は次の通りである。①藤田菖畔「 書道観： 「源氏物 」におけるかな文字」 『金沢大学語学・文


























Discussion on mana kakichirashi in the Murasaki Shikibu’s 
Diary: A Close Look at the Critique on Sei Shōnagon 
ZHANG, PEIHUA 
The well-known phrases of mana kakichirashi in  the  Murasaki 
Shikibu’s Diary have been interpreted as a severe criticism made by
Murasaki Shikibu toward Sei Shōnagon. There are no records left 
indicating that Sei Shōnagon did something that could have triggered 
Murasaki Shikibu to justify such a criticism, though, Murasaki Shikibu 
criticized Sei Shōnagon, despite the fact that she was younger than her, 
without hesitation. Regarding the meaning of mana kakichirashi, excellent 
interpretations from various angles have been discussed in the conventional 
research. However, there is no concrete studies nor findings on her criticism 
which suggests her calligraphy view. Therefore, in this article, we put aside 
the "writing kanji here and there" and discussed a possible interpretation 
from a new angle that Murasaki Shikibu pointed out that the handwriting 
transcribed by Sei Shōnagon were not good. We examined the fragment of 
copies, called shosha gire, of Murasaki Shikibu known in the history of 
Japanese Calligraphy, the exchanges with empress Teishi through the 
"Baishi wenji," and the close friendship with the calligrapher Fujiwara 
Yukinari. 
